
号

外

一�
平

成
三
十
年

十

月
二
十
六
日

目

次

告

示

○
第
二
種
特
定
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
区
域
の
指
定

(

環
境
企
画
課)

一
ペ
ー
ジ

○
指
定
猟
法
禁
止
区
域
の
指
定

(

同

)

一

○
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
の
更
新

(

同

)

二

○
休
猟
区
の
指
定

(

同

)

四

○
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
指
定

(

同

)

五

告

示

岐
阜
県
告
示
第
五
百
二
十
八
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号)

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
第
二
種
特
定
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
区

域
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
四
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
三
十
年
十
月
二
十
六
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

第
二
種
特
定
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
区
域

西
洞
休
猟
区
及
び
芦
倉
・
天
狗
山
休
猟
区
の
全
部

二

存
続
期
間

平
成
三
十
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

岐
阜
県
告
示
第
五
百
二
十
九
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号)

第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
指
定
猟
法
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
三
十
年
十
月
二
十
六
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

指
定
猟
法
の
種
類

( ) 平成30年10月26日 岐 阜 県 公 報 号 外 �１

○

○

岐

阜

県

公

報

号

外

毎
週

(

火
曜
日

金
曜
日)

発
行

(

休
日
に
当
た
る

と
き
は
翌
日)

平
成
三
十
年
十
月
二
十
六
日



上
会
津
鳥
獣
保

護
区

椿
洞
畜
産
セ
ン

タ
ー
周
辺
鳥
獣

保
護
区

名

称

県
西
部
中
央
指

定
猟
法
禁
止
区

域 名

称

郡
上
市
大
和
町
内
ケ
谷
地
内
の
亀
尾
島
川
右
岸
と
、
同
市
大
和
町
内
ケ
谷

と
同
市
八
幡
町
相
生
と
の
境
界
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
境
界

岐
阜
市
椿
洞
地
内
の
戸
石
川
に
架
か
る
新
田
橋
左
岸
を
起
点
と
し
、
同
所

か
ら
市
道
打
越
椿
洞
線
を
北
進
し
市
道
鈴
道
二
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
市
道
を
北
西
進
し
市
道
鈴
道
三
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
岩

田
山
頂
を
見
通
す
稜
線
を
北
西
進
し
岩
田
山
頂
に
至
り
、
同
所
か
ら
稜
線
を

北
西
進
し
須
ヶ
洞
山
頂
に
至
り
、
同
所
か
ら
稜
線
を
北
東
進
し
県
道
安
食
粟

野
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
南
進
し
市
道
楷
子
田
一
号

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
眉
山
三
角
点(

二
三
一
・
三
メ
ー
ト
ル)

を

見
通
す
稜
線
を
南
進
し
同
三
角
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
起
点
を
見
通
す
稜
線

を
西
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

区

域

岐
阜
市
、
多
治
見
市
、
関
市
、
美
濃
市
、
美
濃
加
茂
市
、
各
務
原
市
、
可

児
市(

旧
可
児
市
の
区
域
に
限
る
。)

、
山
県
市
、
瑞
穂
市
、
本
巣
市
、
羽
島

郡
岐
南
町
及
び
笠
松
町
、
揖
斐
郡
揖
斐
川
町
及
び
大
野
町
、
本
巣
郡
北
方
町

並
び
に
加
茂
郡
坂
祝
町
及
び
富
加
町

区

域

金
山
湖
鳥
獣
保

護
区

中
合
鳥
獣
保
護

区 信
貴
山
鳥
獣
保

護
区

富
士
見
台
鳥
獣

保
護
区

喜
多
緑
地
鳥
獣

保
護
区

大
杉
鳥
獣
保
護

区

下
呂
市
金
山
町
大
字
岩
瀬
地
内
の
県
道
金
山
明
宝
線
と
岩
屋
ダ
ム
堰
堤
と

の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
堰
堤
を
西
進
し
市
道
岩
屋
細
越
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
市
道
細
越
挟
間
線
と
の
交
点
に

下
呂
市
金
山
町
弓
掛
地
内
の
県
道
金
山
明
宝
線
と
同
市
字
弓
掛
と
同
市
金

山
町
字
中
合
と
の
境
界
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
字
界
を
南
西

進
し
三
角
点(

八
七
六
・
九
メ
ー
ト
ル)

を
経
て
、
同
市
と
郡
上
市
と
の
境

界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
北
進
し
同
県
道
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

下
呂
市
小
川
地
内
の
国
道
四
十
一
号(

下
呂
バ
イ
パ
ス)

と
小
川
谷
と
の

交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
西
北
進
し
阿
多
野
谷
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
谷
を
北
東
進
し
同
市
森
字
大
洞
と
同
市
森
字
三
木
檜
と

の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
北
東
進
し
た
後
西
進
し
同

字
と
同
市
森
字
下
垣
内
と
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を

西
進
し
た
後
東
南
進
し
同
字
と
同
市
森
字
籠
林
と
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
境
界
を
北
東
進
し
た
後
南
進
し
同
字
と
同
市
森
字
下
シ
ヤ
と
の

境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
東
南
進
し
た
後
西
南
進
し
同

字
と
同
市
森
字
笹
平
と
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
字
界
を
西

南
進
し
同
字
と
同
市
森
字
崩
れ
と
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

境
界
を
東
南
進
し
小
川
谷
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
谷
を
南
西
進
し

起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

中
津
川
市
神
坂
地
内
の
湯
舟
沢
国
有
林
二
二
三
三
林
班
た
及
び
イ
、
二
二

三
四
林
班
に
、
イ
、
ロ
及
び
ハ
、
二
二
三
五
林
班
ほ
及
び
イ
、
二
二
三
八
の

Ⅱ
林
班
は
及
び
イ
、
二
二
三
九
林
班
ろ
、
に
、
ほ
、
へ
及
び
イ
、
二
二
四
〇

林
班
ろ
、
と
及
び
イ
並
び
に
二
二
四
一
林
班
ろ
及
び
に
の
各
小
班
の
区
域

平
成
十
三
年
岐
阜
県
告
示
第
五
百
七
十
一
号
に
よ
る
多
治
見
市
都
市
公
園

(

喜
多
緑
地
公
園)

の
区
域

郡
上
市
白
鳥
町
石
徹
白
地
内
の
島
谷
と
石
徹
白
川
左
岸
と
の
交
点
を
起
点

と
し
、
同
所
か
ら
同
河
川
左
岸
を
北
進
し
母
御
石
谷
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
谷
を
北
東
進
し
郡
上
市
と
高
山
市
と
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
境
界
を
東
南
進
し
島
谷
と
の
交
点(

丸
山
三
角
点)

に
至
り
、

同
所
か
ら
同
谷
を
南
西
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

を
南
西
進
し
郡
上
市
八
幡
町
と
関
市
と
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
境
界
を
西
北
進
し
根
木
谷
と
岩
ケ
谷
を
分
け
る
稜
線
と
の
交
点(

西
ケ

峠)

に
至
り
、
同
所
か
ら
大
和
町
内
ケ
谷
字
瀬
戸
に
向
か
う
稜
線
を
東
進
し

押
ケ
尾
を
経
て
亀
尾
島
川
右
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
右
岸
を

東
南
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

銃
及
び
わ
な
を
使
用
す
る
方
法

二

指
定
猟
法
禁
止
区
域
の
名
称
及
び
区
域

三

指
定
猟
法
禁
止
区
域
の
存
続
期
間

平
成
三
十
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
十
一
月
十
四
日
ま
で

岐
阜
県
告
示
第
五
百
三
十
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号)

第
二
十
八
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
更
新
す
る
の
で
、
同
条

第
九
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
三
十
年
十
月
二
十
六
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

鳥
獣
保
護
区
の
名
称
及
び
区
域

号 外 � 岐 阜 県 公 報 平成30年10月26日 ( )２



金
木
戸
鳥
獣
保

安
国
寺
鳥
獣
保

護
区

歩
み
山
鳥
獣
保

護
区

段
・
位
山
鳥
獣

保
護
区

高
山
市
上
宝
町
に
所
在
す
る
国
有
林
二
〇
八
〇
林
班
か
ら
二
〇
八
二
林
班

高
山
市
国
府
町
西
門
前
地
内
の
市
道
今
西
門
前
線
と
市
道
十
三
墓
岐
線
と

の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
市
道
十
三
墓
岐
線
を
北
進
し
同
町
八
日
町

と
同
町
西
門
前
と
の
大
字
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
大
字
界
を
北

東
進
し
た
後
南
進
し
市
道
今
西
門
前
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市

道
を
西
進
し
た
後
西
北
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

高
山
市
国
府
町
広
瀬
町
地
内
の
Ｊ
Ｒ
東
海
高
山
本
線
と
市
道
広
瀬
三
日
町

線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
進
し
県
道
国
府
見
座

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
進
し
市
道
今
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
南
進
し
中
部
北
陸
自
然
歩
道(

今
村
峠)
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
自
然
歩
道
を
東
南
進
し
林
道
今
村
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
東
南
進
し
市
道
上
広
瀬
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
た
後
南
進
し
Ｊ
Ｒ
東
海
高
山
本
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
本
線
を
西
北
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
区

域
高
山
市
一
之
宮
町
苅
安
地
内
の
林
道
ダ
ナ
平
線
と
県
道
宮
萩
原
線
と
の
交

点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
市
一
之
宮
町
字
苅
安
と
同
町
字
常
泉
寺
と
の

境
界
を
東
進
し
同
町
字
苅
安
と
同
市
久
々
野
町
無
数
河
と
の
境
界
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
南
進
し
同
字
の
市
有
林
と
私
有
林
と
の
境
界

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
西
進
し
た
後
西
南
進
し
林
道
苅
安

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
西
進
し
同
林
道
と
同
町
字
長

橋
と
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
西
進
し
位
山
登
山
道

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
登
山
道
を
北
東
進
し
同
登
山
道
と
モ
ン
デ

ウ
ス
飛
騨
位
山
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
と
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

境
界
を
北
東
進
し
林
道
ダ
ナ
平
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を

東
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
同
市
道
終
点
と
私
道
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
私
道
を
北
東
進
し
市
道
挟
間
菅
原
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
市
道
を
北
進
し
林
道
弓
掛
谷
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林

道
を
西
北
進
し
弓
掛
川
右
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
右
岸
を
北
東

進
し
市
道
弓
掛
線(

長
淵
橋
西
詰)

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道

を
東
進
し
県
道
金
山
明
宝
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
進

し
馬
瀬
川
右
岸(

馬
瀬
大
橋
北
詰)

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
河
川
右
岸
を
東

進
し
た
後
北
進
し
西
村
ダ
ム
堰
堤
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
堰
堤
を

東
進
し
県
道
下
山
名
丸
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
進
し

県
道
金
山
明
宝
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
進
し
起
点
に

至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

富
士
見
台
鳥
獣

保
護
区

喜
多
緑
地
公
園

保
護
区

大
杉
鳥
獣
保
護

区 上
会
津
鳥
獣
保

護
区

椿
洞
畜
産
セ
ン

タ
ー
周
辺
鳥
獣

保
護
区

名

称

護
区

森
林
鳥
獣
生
息

地
の
保
護
区

身
近
な
鳥
獣
生

息
地
の
保
護
区

森
林
鳥
獣
生
息

地
の
保
護
区

森
林
鳥
獣
生
息

地
の
保
護
区

森
林
鳥
獣
生
息

地
の
保
護
区

指

定

区

分

ま
で
、
二
〇
八
七
林
班
、
二
〇
九
〇
林
班
か
ら
二
〇
九
五
林
班
ま
で
及
び
二

〇
九
七
林
班
か
ら
二
〇
九
九
林
班
ま
で
の
各
林
班
並
び
に
二
〇
八
三
林
班
い
、

ろ
、
は
及
び
に
、
二
〇
八
四
林
班
い
、
ろ
及
び
は
、
二
〇
八
五
林
班
い
、
ろ

及
び
は
、
二
〇
八
六
林
班
い
、
ろ
、
及
び
は
、
二
〇
八
八
林
班
一
及
び
ろ
、

二
〇
八
九
林
班
い
及
び
ろ
並
び
に
二
〇
九
六
林
班
い
、
ろ
及
び
は
の
各
小
班

の
区
域

当
該
地
域
は
、
ア
カ
マ
ツ
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
と
い
っ
た

針
葉
樹
林
と
コ
ナ
ラ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
等
の
広
葉
樹
林
が
混

在
し
て
分
布
す
る
林
相
の
変
化
に
富
ん
だ
地
域
で
あ
り
、

コ
ノ
ハ
ズ
ク
、
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
、
ビ
ン
ズ
イ
と
い
っ
た

当
該
地
域
は
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
ア
カ
マ
ツ
等
の
針
葉

樹
、
コ
ナ
ラ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
等
の
広
葉
樹

が
生
育
し
、
湿
地
環
境
も
見
ら
れ
る
丘
陵
地
の
公
園
で
、

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
鳥
類
の
観
察
に
適
し
て
お
り
、
ホ

オ
ジ
ロ
、
ヤ
マ
ガ
ラ
、
ノ
ウ
サ
ギ
を
は
じ
め
と
す
る
多
種

多
様
な
鳥
獣
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保
護
地

区
に
指
定
し
、
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
。

当
該
地
域
は
、
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ト
チ
等
の
落
葉
広

葉
樹
林
が
広
が
る
地
域
で
あ
り
、
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
、
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
、
フ
ク
ロ
ウ
、
ア
カ
ゲ
ラ
を
は
じ
め
と
す
る

多
種
多
様
な
鳥
獣
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保

護
区
に
指
定
し
、
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
。

当
該
地
域
は
、
暖
地
性
植
物
や
寒
地
性
植
物
が
入
り
交

じ
っ
た
多
様
な
植
物
相
か
ら
な
る
地
域
で
あ
り
、
ニ
ホ
ン

カ
モ
シ
カ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
ヤ
マ
ド
リ
、
キ
ジ
を
は
じ

め
と
す
る
多
種
多
様
な
鳥
獣
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
。

当
該
地
域
は
、
ト
ビ
、
キ
ジ
、
キ
ジ
バ
ト
を
は
じ
め
と

す
る
多
種
多
様
な
鳥
獣
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鳥

獣
保
護
区
に
指
定
し
、
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
。

指

定

目

的

二

鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間

平
成
三
十
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
四
十
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

三

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針
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金
木
戸
鳥
獣
保

護
区

安
国
寺
鳥
獣
保

護
区

歩
み
山
鳥
獣
保

護
区

段
・
位
山
鳥
獣

保
護
区

金
山
湖
鳥
獣
保

護
区

中
合
鳥
獣
保
護

区 信
貴
山
鳥
獣
保

護
区

森
林
鳥
獣
生
息

地
の
保
護
区

森
林
鳥
獣
生
息

地
の
保
護
区

森
林
鳥
獣
生
息

地
の
保
護
区

森
林
鳥
獣
生
息

地
の
保
護
区

集
団
渡
来
地
の

保
護
区

森
林
鳥
獣
生
息

地
の
保
護
区

森
林
鳥
獣
生
息

地
の
保
護
区

当
該
地
域
は
、
ハ
イ
マ
ツ
群
落
や
シ
ラ
ビ
ソ
や
オ
オ
シ

ラ
ビ
ソ
の
亜
高
山
帯
針
葉
樹
林
が
原
生
的
な
状
態
で
残
る

地
域
で
あ
り
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
ク
イ
、
ニ
ホ

ン
カ
モ
シ
カ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な

当
該
地
域
は
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
落
葉
広
葉
樹
な
ど
林

相
の
変
化
に
富
む
地
域
で
あ
り
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
ニ
ホ

ン
カ
モ
シ
カ
、
ヤ
マ
ド
リ
な
ど
多
様
な
鳥
獣
が
生
息
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、
生
息
す
る
鳥

獣
の
保
護
を
図
る
。

当
該
地
域
は
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
や
ナ
ラ
類
、

ク
リ
等
の
広
葉
樹
林
な
ど
林
相
の
変
化
に
富
む
地
域
で
あ

り
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
、
ヤ
マ
ド
リ
な

ど
多
様
な
鳥
獣
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保
護

区
に
指
定
し
、
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
。

当
該
地
域
は
、
ナ
ラ
類
、
ク
リ
の
広
葉
樹
林
を
中
心
と

し
て
、
ヒ
ノ
キ
や
ア
カ
マ
ツ
が
混
在
す
る
地
域
で
あ
り
、

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
ヤ
マ
ガ
ラ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
を
は
じ
め

と
す
る
多
様
な
鳥
獣
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣

保
護
区
に
指
定
し
、
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
。

当
該
地
域
は
、
ガ
ン
、
カ
モ
類
等
の
渡
り
鳥
が
集
団
渡

来
す
る
地
域
と
な
っ
て
お
り
、
多
種
多
様
な
鳥
類
が
生
息

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、
生
息
す

る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
。

当
該
地
域
は
、
ナ
ラ
類
、
ク
リ
等
の
広
葉
樹
の
ほ
か
、

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
が
分
布
す
る
地
域
で
あ
り
、
ヤ

マ
ド
リ
、
キ
ジ
、
タ
ヌ
キ
、
キ
ツ
ネ
を
は
じ
め
と
す
る
多

様
な
鳥
獣
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
に

指
定
し
、
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
。

当
該
地
域
は
、
ナ
ラ
類
、
ク
リ
等
の
広
葉
樹
や
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
、
モ
ミ
等
の
針
葉
樹
が
分
布
す
る
地
域
で
あ
り
、

ヤ
マ
ド
リ
、
キ
ジ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
を
は
じ
め
と
す
る
多

様
な
鳥
獣
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
に

指
定
し
、
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
。

樹
林
性
の
鳥
類
な
ど
、
様
々
な
種
類
の
鳥
獣
が
生
息
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、
鳥
獣
の
保
護

を
図
る
。

芦
倉
・
天
狗
山

休
猟
区

西
洞
休
猟
区

名

称

郡
上
市
白
鳥
町
地
内
の
県
道
石
徹
白
前
谷
線
と
桧
峠
大
日
ヶ
岳
登
山
道
と

の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
西
進
し
た
後
北
進
し
朝
日
添

川
と
の
交
点(

白
山
中
居
神
社)

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
河
川
を
東
進
し
白

山
中
居
神
社
を
経
て
朝
日
添
川
を
東
進
し
高
山
市
と
の
境
界
と
の
交
点(

天

狗
山
山
頂)

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
南
進
し
大
日
ヶ
岳
登
山
道
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
登
山
道
を
南
西
進
し
水
後
山
三
角
点(

一
、
五

五
八
・
五
メ
ー
ト
ル)

を
経
て
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

郡
上
市
高
鷲
町
西
洞
地
内
の
国
道
一
五
六
号
と
中
村
谷
と
の
交
点
を
起
点

と
し
、
同
所
か
ら
同
谷
を
北
西
進
し
旧
西
ノ
野
林
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
林
道
を
東
進
し
市
道
下
野
新
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

市
道
を
西
北
進
し
市
道
西
洞
ひ
る
が
の
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

市
道
を
北
進
し
叺
谷
と
の
交
点(

長
良
川
源
流
碑)

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
谷

を
西
北
進
し
同
谷
と
白
山
国
立
公
園
と
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
境
界
を
北
進
し
大
日
ヶ
岳
登
山
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
登

山
道
を
東
進
し
三
角
点(

一
、
三
五
六
・
三
メ
ー
ト
ル)

を
経
て
南
東
進
し
同

登
山
道
口
に
至
り
、
同
所
か
ら
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
南
西
進
し
林
道
下
ノ
叺

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
東
進
し
市
道
ぜ
ん
ま
い
二
号

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
進
し
国
道
一
五
六
号
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
西
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ

た
区
域

区

域

鳥
獣
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鳥
獣
保
護
区
に
指
定

し
、
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
。

岐
阜
県
告
示
第
五
百
三
十
一
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号)

第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
休
猟
区
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
公
示
す
る
。

平
成
三
十
年
十
月
二
十
六
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

休
猟
区
の
名
称
及
び
区
域

号 外 � 岐 阜 県 公 報 平成30年10月26日 ( )４



長
良
川
北
部
特

定
猟
具
使
用
禁

止
区
域

名

称

岐
阜
市
黒
野
地
内
の
市
道
惣
門
口
一
号
と
市
道
古
市
場
黒
野
線
と
の
交
点

を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
市
道
古
市
場
黒
野
線
を
北
進
し
市
道
古
市
場
石
谷

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
市
道
黒
野
二
四
号
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
伊
自
良
川
右
岸
堤
防
に
至
り
、

同
川
に
架
か
る
問
屋
橋
を
渡
り
市
道
鷺
山
城
田
寺
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
市
道
三
本
松
七
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
市
道
を
南
進
し
市
道
城
田
寺
五
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道

を
南
進
し
市
道
上
城
田
寺
本
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西

進
し
市
道
正
木
城
田
寺
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し

鳥
羽
川
に
架
か
る
正
城
橋
を
渡
り
同
川
左
岸
堤
防
上
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

堤
防
を
北
東
進
し
市
道
岩
崎
一
八
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道

を
北
進
し
岐
阜
市
と
山
県
市
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
東
進

し
市
道
太
郎
丸
諏
訪
知
之
道
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東

進
し
市
道
三
輪
中
八
九
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し

県
道
関
本
巣
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
進
し
県
道
川
島

三
輪
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
進
し
市
道
福
富
溝
口
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
県
道
溝
口
下
白
金
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
進
し
長
良
川
に
架
か
る
岐
関
大
橋
に

区

域

各
務
原
市
中
南

部
特
定
猟
具
使

用
禁
止
区
域

各
務
原
市
神
置
町
地
内
の
県
道
下
中
屋
笠
松
線
と
同
市
と
羽
島
郡
笠
松
町

と
の
境
界
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
北
進
し
同
市
と
羽

島
郡
岐
南
町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
北
進
し
同
市
と
岐
阜

市
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
北
進
し
県
道
岐
阜
巣
南
大
野
線

の
轟
川
に
架
か
る
日
野
橋
を
経
て
同
境
界
を
東
進
し
県
道
川
島
三
輪
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
進
し
岐
阜
市
と
各
務
原
市
と
の
境
界

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
東
進
し
市
道
蘇
北
三
九
号
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
新
境
川
に
架
か
る
天
王
橋
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
川
右
岸
を
東
南
進
し
東
泉
橋
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
蘇
北
五
五
九
号
を

東
進
し
県
道
江
南
関
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
進
し
県

道
長
森
各
務
原
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
進
し
市
道
各

三
八
四
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
市
道
各
二
六
一

号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
苧
ヶ
瀬
池
端
地
内
の
薬

王
院
に
至
り
、
同
所
か
ら
東
に
向
か
っ
て
伸
び
る
稜
線
を
東
進
し
愛
宕
山
二

六
八
メ
ー
ト
ル
及
び
八
木
山
二
九
七
メ
ー
ト
ル
を
経
て
大
安
寺
北
の
市
道
鵜

一
二
二
七
号
と
市
道
鵜
七
八
二
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
市
道
鵜
七

八
二
号
を
南
進
し
市
道
鵜
五
六
四
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道

を
北
東
進
し
林
道
東
洞
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
東
進

至
り
、
同
橋
の
岐
阜
市
と
関
市
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
南

進
し
同
境
界
南
端(

長
良
川
左
岸
部
分
を
除
く
。)

に
至
り
、
同
境
界
南
端

か
ら
長
良
川
右
岸
へ
西
進
し
県
道
岐
阜
美
濃
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
県
道
を
南
西
進
し
藍
川
橋
、
千
鳥
橋
、
鵜
飼
大
橋
及
び
長
良
橋
を
経
て
、

県
道
墨
俣
合
渡
岐
阜
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
進
し

金
華
橋
及
び
忠
節
橋
を
経
て
国
道
一
五
七
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
国
道
を
西
進
し
県
道
墨
俣
合
渡
岐
阜
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

県
道
を
南
西
進
し
寺
田
橋
及
び
河
渡
橋
を
経
て
岐
阜
市
と
瑞
穂
市
と
の
境
界

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
北
西
進
し
岐
阜
市
と
瑞
穂
市
と
本
巣
郡
北
方

町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
岐
阜
市
と
本
巣
郡
北
方
町
と
の
境
界
を
北

進
し
岐
阜
市
と
本
巣
郡
北
方
町
と
本
巣
市
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
岐

阜
市
と
本
巣
市
と
の
境
界
を
北
進
し
同
境
界
と
市
道
西
郷
二
八
〇
号
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
市
道
西
郷
七
号
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
市
道
西
郷
五
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
市
道
を
東
進
し
市
道
稲
置
二
二
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道

を
東
進
し
市
道
甌�
一
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し

市
道
西
畑
八
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
市
道
西
畑

七
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
市
道
惣
門
口
一
号
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲

ま
れ
た
区
域

二

休
猟
区
の
存
続
期
間

平
成
三
十
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

岐
阜
県
告
示
第
五
百
三
十
二
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律(

平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号)

第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条

第
十
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
三
十
年
十
月
二
十
六
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

禁
止
す
る
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

二

特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称
及
び
区
域
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明
神
の
森
特
定

猟
具
使
用
禁
止

区
域

藤
古
川
水
源
池

特
定
猟
具
使
用

禁
止
区
域

こ
ぎ
ろ
池
特
定

猟
具
使
用
禁
止

区
域

南
ノ
池
特
定
猟

具
使
用
禁
止
区

域 本
巣
南
部
特
定

猟
具
使
用
禁
止

区
域

Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
と
町
道
東
町
・
大
高
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所

か
ら
同
町
道
を
西
進
し
町
道
秋
葉
・
陣
場
野
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
町
道
を
西
進
し
町
道
瑞
竜
二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町

道
を
西
進
し
大
栗
毛
橋
と
大
栗
毛
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
沿

い
に
北
進
し
大
栗
毛
水
源
池
の
堰
堤
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
堰
堤
を
横
断
し

不
破
郡
関
ケ
原
町
大
字
藤
下
地
内
の
藤
古
川
水
源
池(

浄
水
場
の
敷
地
を

含
み
、
藤
古
川
ダ
ム
か
ら
藤
古
川
と
中
島
た
め
池
か
ら
流
下
す
る
小
川
と
の

合
流
地
点
ま
で
の
区
域
を
い
う
。)

一
帯
の
区
域

海
津
市
海
津
町
江
東
地
内
の
市
道
一
―
一
三
八
四
号
線
と
市
道
三
―
七
〇

四
号
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
市
道
一
―
一
三
八
四
号
線
を
南

進
し
市
道
三
―
七
三
〇
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進

し
市
道
三
―
七
〇
七
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
進

し
市
道
三
―
七
二
七
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し

市
道
三
―
七
〇
四
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
起

点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

海
津
市
海
津
町
江
東
地
内
の
南
ノ
池(

水
面)
一
帯
の
区
域

本
巣
市
山
口
地
内
の
県
道
山
東
本
巣
線
と
市
道
山
口
一
六
号
と
の
交
点
を

起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
市
道
山
口
中
央
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
ス
ボ
ミ
谷
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
河
川
を
東
進
し
国
道
一
五
七
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道

を
南
進
し
市
道
法
林
寺
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し

た
後
南
進
し
市
道
辻
屋
上
新
村
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を

東
進
し
市
道
宝
珠
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
本
巣

市
と
岐
阜
市
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
南
進
し
舟
木
山
の
三

角
点(

一
一
六
・
五
メ
ー
ト
ル)

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
南
東
進
し

岐
阜
市
と
本
巣
郡
北
方
町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
西
進
し

た
後
南
進
し
同
町
と
同
町
と
瑞
穂
市
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界

を
西
進
し
根
尾
川
左
岸
道
路
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
道
路
を
北
進

し
県
道
山
東
本
巣
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
進
し
起
点

に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

し
各
務
原
市
と
加
茂
郡
坂
祝
町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
東

南
進
し
岐
阜
県
と
愛
知
県
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
南
西
進

し
犬
山
橋
、
ラ
イ
ン
大
橋
、
愛
岐
大
橋
、
河
田
橋
及
び
渡
橋
を
経
て
羽
島
郡

笠
松
町
と
各
務
原
市
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
北
東
進
し
起

点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

中
島
特
定
猟
具

使
用
禁
止
区
域

大
野
北
部
特
定

猟
具
使
用
禁
止

区
域

美
濃
市
極
楽
寺
地
内
の
県
道
岐
阜
美
濃
線
と
市
道
横
越
笠
神
線
と
の
交
点

を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
市
道
横
越
大
矢
田
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
市
道
前
野
横
越
線
に
移
り
、
更
に
同

市
道
を
北
進
し
市
道
上
条
下
渡
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を

東
進
し
下
渡
橋
を
渡
り
市
道
美
濃
一
五
四
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
市
道
を
南
西
進
し
市
道
下
渡
金
屋
街
道
線
に
移
り
、
更
に
同
市
道
を
南
進

し
た
後
東
進
し
市
道
六
反
志
摩
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を

南
進
し
余
取
新
橋
を
渡
り
西
進
し
た
後
南
進
し
市
道
生
櫛
一
号
と
の
交
点
に

揖
斐
郡
大
野
町
牛
洞
地
内
の
県
道
中
之
元
古
川
線
と
町
道
牛
洞
坂
線
と
の

交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
北
進
し
揖
斐
川
町
の
境
界
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
境
界
を
北
東
進
し
県
道
深
坂
大
野
線
と
の
交
点(

花
立
峠)

を
経

て
、
根
尾
川
右
岸
堤
防(

の
り
先)

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
堤
防
を

東
進
し
た
後
南
進
し
県
道
岐
阜
大
野
線
と
の
交
点(

大
野
橋
西
詰)

に
至
り
、

同
所
か
ら
同
県
道
を
横
断
し
更
に
南
進
し
た
後
大
字
上
秋
字
折
橋
と
県
道
三

〇
三
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
進
し
揖
斐
郡
大
野
町

と
本
巣
市
と
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
南
進
し
同
市

数
屋
と
同
市
屋
井
と
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
大
字
下
方
字
堤

外
境
界
を
西
進
し
根
尾
川
右
岸
堤
防(

の
り
先)

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
堤
防

を
南
進
し
真
大
橋
西
詰
に
至
り
、
同
所
か
ら
県
道
北
方
真
正
大
野
線
を
横
断

し
、
更
に
南
進
し
根
尾
川
大
橋
西
詰
と
県
道
岐
阜
関
ケ
原
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
進
し
三
水
川
右
岸
堤
防
の
り
先
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
堤
防
を
北
進
し
た
後
西
進
し
県
道
中
之
元
古
川
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た

区
域

関
ケ
原
町
大
字
関
ケ
原
字
大
栗
毛
と
字
小
栗
毛
の
字
界
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
字
界
を
稜
線
沿
い
に
北
進
し
町
道
明
神
平
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
町
道
の
終
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
更
に
同
町
大
字
関
ケ
原
字
小
栗
毛
と

字
合
川
と
の
字
界
を
西
進
し
字
合
川
四
〇
八
二
―
一
と
四
〇
八
二
―
二
と
の

地
番
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
地
番
界
を
北
進
し
地
番
四
〇
八
二
―
一
と
同

字
四
〇
八
二
―
二
と
四
〇
七
九
―
一
と
の
地
番
界
に
あ
る
小
谷
に
至
り
、
同

所
か
ら
小
谷
沿
い
に
北
進
し
町
道
大
高
・
明
神
線
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町

道
を
北
進
し
揖
斐
川
町
と
関
ケ
原
町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界

を
東
進
し
揖
斐
川
町
と
垂
井
町
と
関
ケ
原
町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら

垂
井
町
と
関
ケ
原
町
と
の
境
界
を
南
進
し
関
ケ
原
町
大
字
関
ケ
原
字
大
栗
毛

と
字
熊
谷
と
の
字
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
字
界
を
南
進
し
字
大
栗
毛
と
字

熊
谷
と
字
林
谷
と
の
字
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
字
熊
谷
と
字
林
谷
と
の
字
界

を
南
進
し
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
東
海
道
本
線
を

西
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域
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三
川
特
定
猟
具

使
用
禁
止
区
域

下
手
向
特
定
猟

具
使
用
禁
止
区

域 夕
立
山
特
定
猟

具
使
用
禁
止
区

域 千
旦
林
・
茄
子

川
特
定
猟
具
使

用
禁
止
止
区
域

高
山
市
国
府
町
三
川
地
内
の
県
道
四
七
一
号(

三
川
橋
北
詰)

と
川
上
川

と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
河
川
を
北
進
し
宮
川
左
岸
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
河
川
左
岸
を
北
東
進
し
Ｊ
Ｒ
東
海
高
山
本
線
鉄
道
橋

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
橋
を
北
西
進
し
県
道
四
七
一
号
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
進
し
た
後
南
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り

恵
那
市
山
岡
町
田
代
地
内
の
市
道
山
岡
町
三
二
五
号
と
市
道
山
岡
町
七
号

と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
市
道
山
岡
二
九
六
号

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
進
し
市
道
山
岡
町
六
一
号
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
進
し
市
道
山
岡
三
〇
二
号
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
進
し
市
道
山
岡
三
三
五
号
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
進
し
市
道
山
岡
二
四
六
号
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
西
進
し
主
要
地
方
道
瑞
浪
上
矢
作
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
主
要
地
方
道
を
南
西
進
し
市
道
山
岡
町
三
二
五

号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ

り
囲
ま
れ
た
区
域

恵
那
市
山
岡
町
久
保
原
地
内
の
国
道
四
一
八
号
と
恵
那
市
三
郷
町
椋
実
と

の
境
界
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
北
東
進
し
林
道
上
ヶ

平
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
東
進
し
市
道
小
沢
山
岡
界
線

と
市
道
山
岡
五
四
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
農
道

七
一
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
西
進
し
市
道
山
岡
二
一
五

号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
市
道
山
岡
二
一
四
号
と

の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
北
進
し
国
道
四
一
八
号
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
西
北
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た

区
域 中

津
川
市
駒
場
地
内
の
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
上
り
線
に
架
か
る
松
源
寺
橋
の
北

西
詰
め
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
市
道
松
源
寺
大
平
線
を
東
南
進
し
大
字
手

賀
野
と
大
字
千
旦
林
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
東
南
進
し
市

道
会
所
沢
円
通
寺
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
南
進
し
市

道
中
津
三
九
〇
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
中
央
自

動
車
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
自
動
車
道
を
南
西
進
し
中
津
川
市

と
恵
那
市
と
の
境
界
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
北
進
し
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線

下
り
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
中
央
本
線
下
り
線
を
東
進
し
市
道

松
源
寺
大
平
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
南
進
し
起
点
に

至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
西
進
し
県
道
岐
阜
美
濃
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
県
道
を
西
進
し
山
崎
大
橋
を
渡
り
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま

れ
た
区
域

桜
野
特
定
猟
具

使
用
禁
止
区
域

岐
阜
県
畜
産
研

究
所
特
定
猟
具

使
用
禁
止
区
域

高
山
市
国
府
町
上
広
瀬
地
内
の
金
桶
橋
東
詰
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同

橋
を
西
進
し
市
道
金
桶
六
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
南

進
し
県
道
名
張
上
切
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
北
進
し

県
道
谷
高
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
北
進
し
県
道
古

川
宇
津
江
四
十
八
滝
国
府
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西

進
し
市
道
海
具
江
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
北
進
し
た

後
南
西
進
し
市
道
宇
津
江
一
三
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を

北
進
し
た
後
西
進
し
市
道
欠
ノ
上
一
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市

道
を
北
進
し
県
道
谷
高
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
北

進
し
飛�
市
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
を
北
東
進
し
た

後
東
南
進
し
更
に
西
北
進
し
県
道
古
川
国
府
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
県
道
を
東
南
進
し
県
道
国
府
見
座
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

県
道
を
北
東
進
し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
高
山
本
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

線
を
東
南
進
し
起
点
に
至
る
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

岐
阜
県
畜
産
研
究
所
の
存
す
る
県
有
地
の
区
域

囲
ま
れ
た
区
域

三

特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
存
続
期
間

平
成
三
十
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
四
十
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
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